アレニルジインの連続的環化反応及び光電変換材料への展開 by Ferrara Giovanni








学 位 の 種 類






フェララ ジ ョバ ニ
FerraraGiovanni
博 士 (理 学)
理 博 第 2707号
平 成 24年 3月27日
学位規則第 4条第 1項該当
東北大学大学院理学研究科 (博士課程)化学専攻
Cascade Cyclization of Arenyldiynes Leading to Potential
OptoelectronicMaterials
(アレニルジインの連続的環化反応及び光電変換材料への展開)
(主査) 教 授 山 本 嘉 則
教 授 岩 本 武 明
教 授 浅 尾 直 樹
准教授 金 鉄 男


























































オー ド (OLED)及び有機太陽電池 (opvs)などエレクトロニクスの有用な半導体として注目されてい
る｡特に､OPVsの次世代太陽電池と呼ばれる有機色素増感型太陽電池 (DSCs)開発の一環として増感色
素が太陽電池特性を決める最も重要な要素の一つである｡ しかし､これまで有機色素を用いた色素増感太
陽電池の光電変換率は､ルテニウム錯体を用いた太陽電池より低いのが一般的である｡より高性能の有機
色素増感太陽電池を実現するには新規有機色素の設計や合成を行うことが重要な研究課題となっている｡
第-章では､金触媒を用いるアニリン骨格を有するアリールジインの連続的環化反応の開発により様々
なheteroarylla]annulatedcarbazole(AHAla]Cs)ドナー骨格とbenzothiazole(BT)アクセプタ骨格を有する
新規 donor-acceptor-donor(D-A-D)型生成物を効率的に得られることを見出した.電気化学特性及び光
吸収特性の測定による新規化合物のHOMOとLUMOエネルギーからキャリアー輸送材料として応用可能
性を明らかにした｡これらの新しい知見が認められ､本反応は化学専門誌のTetrahe血onLetersに発表さ
れた｡
第二章では､ヨウ素を用いたthioanisole骨格を有するアリールジインの高効率的な連続的求電子環化反
応を開発した｡本反応は穏和な条件下で進行し､様々な官能基の導入により､ヨウ素置換基を有する新規
benzo[b]naph也a[2,トd]thiophene誘導体が高収率で得られた｡さらに､新規へテロ縮合芳香環生成物を ド
ナー骨格､bithiopheneを7Tリンカー､cyanoacrylicacidをアクセプタ骨格､として新規 D-7トA型有機色
素分子 Glを合成 した｡DSCsデバイスの色素増感剤として用いることにより3.3%の光電変換効率が得ら
れた｡この結果は高く評価され､化学専門誌のTetrahe血onLetersに発表された｡
第三章では､ トリフルオロメタンスルホン(TfOH)酸を用いることによりanisole骨格を有するアリール
ジインの新規連続的環化反応の開発に成功した｡本反応は第一章と第二章の反応経路と異なり､強いブレ
ンステッド酸によりジインの環化反応とメトキシの求核付加反応の連続的環化反応が進行し､新規 indeno
ll,2-C]chromene生成物が効率的に得られた.さらに､第二章と同様に新規縮合環化合物を ドナー骨格､
bithiopheneを7tリンカー､cyanoacrylicacidをアクセプタ骨格､として新規D-7TIA型有機色素分子Flを
合成 した｡DSCsデバイスの色素増感剤として用いることにより5.5%の高い光電変換効率が得られた｡こ
の結果は､新規 indeno[1,2-C]chromene骨格は極めて有用な ドナーであることを示唆している｡
本博士論文の結果は､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る｡従って､フェララジョバこの提出の博士論文は､博士 (理学)の学位論文として合格と認める｡
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